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レ
イ
大
同
窓
会
日
野
分
会
で
は
、
毎
月
第
三
月
曜
日
に
近

江
鉄
道
日
野
駅
の
「
な
な
い
ろ
カ
フ
ェ
」
で
、「
レ
イ
大
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

去
る
５
月
２０
日
に
も
開

か
れ
、
多
く
の
来
店
者
で
終

日
賑
わ
っ
た
。 

こ
の
日
は
第
45
期
在
校

生
・
高
岡
陽
子
さ
ん
の
、
地

域
活
動
体
験
学
習
の
参
加

も
あ
り
、
生
き
生
き
と
し
た

活
動
ぶ
り
で
、
何
時
も
と
異

な
っ
た
活
気
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。 

ま

た

、

レ

イ

カ

デ
ィ
ア
大
学
の
紹
介

チ
ラ
シ
が
地
域
に
回

覧
さ
れ
た
の
を
見
て
、

第
４５
期
生
に
入
学
を

希
望
さ
れ
て
い
る
人

の
来
店
に
話
が
弾
ん

だ
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
コ
ー
ヒ
ー
・
カ
レ
ー
・
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
・

紅
茶
等
々
で
す
が
、
何
れ
も
人
気
が
あ
り
常
連
の
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
。 

ま
た
、
時
に

は
音
楽
ラ
イ
ブ

や
作
品
展
・
楽
器

演
奏
・
友
情
出
店

も
あ
っ
て
、毎
回

変
化
に
富
ん
だ

飽
き
な
い
雰
囲

気
が
漂
う
っ
て

い
ま
す
。 

今
期
も
、
引

き
続
き
定
例
開

催
し
て
行
く
こ

と
と
な
り
、会
員

も
意
気
込
み
を

見
せ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん

の
寛
ぎ
の
場
と

し
て
、お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
る
事

を
願
っ
て
い
ま

す
。 
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日野分会だより 

 

・・な  な  い  ろ・・ 
 

あ い さ つ 
          日野分会長 布施太一郎 

この度新年度事業として、日野分会だより「なないろ」を発行する運びとなりました。 

「なないろ」には、日野分会の活動紹介や各種イベントのレポート、会員の皆様からの

寄稿文、住んでいる地域の行事紹介、またレイカディア大学からの最新情報ｅｔｃを掲

載し、皆様のコミュニティの一員に成ることを願っております。 

会員の皆様からは、ご一読戴きご意見ご要望などお寄せ戴きながら、楽しんで戴ける事を願いつ

つ、引き続きのご支援をお願い申しあげます。 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会 

 

令
和
６
年
度
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
‼ 

 

｢

レ
イ
大
カ
フ
ェ｣

も
ま
た
・・ 

第４5期生 高岡さんの自家野菜の展示販売コー

 

知己と談笑 

賑わい時 
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レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
日
野
分
会 

第
一
回 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

開
催
日
時 

２
０
２
４
年
５
月
３
０
日 

     

（
木
）
９
時
３
０
分 

開
催
場
所 

大
谷
公
園  

参
加
者  

９
名 

・
西
河
新
五
郎
・
横
山
久
俊
・
奥
村
昌
一
・
平
尾
憲
子 

・
中
野 

農 

・
安
藤
直
紀 
・
森
島
一
雄 

・
布
施
太
一
郎 

・
中
野
他
家
子  

す
ば
ら
し
い
青
空
に
恵

ま
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
こ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
人

気
コ
ー
ス
で
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
プ
レ
ー
を
さ

れ
て
い
た
。 

急
に
大
会
開
催
が
決

ま
っ
た
た
め
9
名
の
み
の

参
加
と
な
っ
た
が
、
参
加

者
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
超
初
心

者
ま
で
、
技
術
力
に
大
き
な

差
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

そ
の
為
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
プ
レ
ー
内
容
と
な

り
、
大
き
な
声
で
笑
い
・
た

く
さ
ん
歩
き
（
？
）・
た
く
さ

ん
汗
を
掻
き
、
楽
し
い
大
会

と
な
っ
た
。
次
こ
そ
賞
を
狙

お
う
！ 

結
果
は
、 

優
勝
：
安
藤 

直
記 

 

２
位
：
中
野 

農 

３
位
：
西
河
新
五
郎  

ブ
ー
ビ
ー
賞 平

尾 

憲
子 

                     

     

編
集
後
記 

 

今
年
度
は
、
役
員
改
選
年
度
に
当
た
り
、
日
野
分
会

長
の
布
施
太
一
郎
さ
ん
が
、
中
部
支
部
長
に
就
任
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
試
み
た
い
と

思
う
中
、「
日
野
分
会
だ
よ
り
」
の
発
刊
を
思
い
立
ち
ま

し
た
。 

愛
称
を
「
な
な
い
ろ
」
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た

機
関
紙
と
な
る
よ
う
、
紙
面
構
成
を
会
員
み
ん
な
で
工

夫
し
、
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

取
り
敢
え
ず
の
発
行
の
時
期
は
随
時
と
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
挙
っ
て
記
事
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

担
当 

第
３０
期
卒 

堀
江 

勇
夫 

 

本
部
令
和
６
年
度
総
会
あ
い
さ
つ
（
和
歌
） 

会
長 

堀
江 

勇
夫 

１
物
故
者
に
謹
み
て 

み
な
天
寿
全
う
せ
し
か
不
慮
な
の
か 

運
命
め
と
覚
り
て
心
鎮
め
る 

２
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
讃
歌
へ
の
思
い 

こ
の
讃
歌
諳
ん
じ
て
歌
う
深
え
に
し 

シ
ニ
ア
の
学
び
舎
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
か
な 

３
時
節
に
寄
せ
て 

風
薫
る
皐
月
な
か
ば
は
緑
な
す 

野
に
も
山
に
も
淡
海
さ
え
も 

４
今
の
心
境
は 

同
朋
の
打
ち
揃
い
た
る
盛
会
に 

心
ゆ
た
か
に
力
身
に
満
つ 

５
ご
来
賓
に
感
謝
の
意 

賓
客
や
暇
な
き
中
あ
え
て
割
き 

錦
の
城
に
花
た
ず
さ
え
て 

６
慶
祝
者
に
祝
意 

お
め
で
と
う
米
寿
白
寿
や
百
壽
ま
で 

学
び
て
遊
び
と
も
に
生
き
な
ん 

 

７
令
和
の
５
年
間
の
順
風
に
感
謝
し
て
、 

令
月
の
風
の
和
ら
ぎ
五
歳
経
て 

梅
花
も
桜
花
も
初
夏
の
万
緑 

８
役
員
改
選
へ
の
思
い 

朋
輩
に
推
さ
れ
し
魁
を
今
に
終
え 

刷
新
め
託
す
五
十
周
年 

９
総
会
の
無
事
を
祈
っ
て 

諮
り
ご
と
吟
味
よ
ろ
し
く
願
い
あ
げ 

い
ず
れ
も
可
と
な
り(

案)

の
字
と
れ
る 

１０
結
び
の
こ
と
ば
、 

｢

た
か
が
三
十
一
文
字
さ
れ
ど
三
十
一
文
字｣

そ
の
心

は
広
く
深
く
人
の
数
だ
け
千
差
万
別
、
少
し
で
も
会
員

の
皆
様
の
心
に
留
ま
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

日野町大谷公園GG場 

ホールインワンを狙っている！ 

優勝者を真ん中に‼ 

中野 副分会長 


